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この夏、感性の旅へ。
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千葉県出身。2018年高松市
へ移住。子ども時代は、西は
静岡県から北は北海道まで、
各地を転々とした。長野県に
住んでいた中学時代、作家の
森村桂が営む軽井沢の「アリ
スの丘」のケーキに出合い、本
格的にパティシエ志望に。

おやつ工房mogmog
香西悠さん

香川に住んで

はじめたこと
「生涯、自分らしくパティシエを」

おやつ工房mogmog  香西悠さん

香川県情報誌

高松市の商店街活性化事業
で知り合った人が、せっかくの
腕を生かしてと空店舗の厨房
を貸してくれた。そこが「おやつ
工房mogmog」のスタート。

高松市街地のスペシャルティコー
ヒー専門店「ラボレームス」で、香西
さんの焼いた季節のケーキが食べ
られる。

さぬきのイタリア菓子を詰め込んだクッキ
ー缶「mogmogの宝石箱」は、ラボレーム
スとネットで販売。香川県産の小麦粉、塩、
卵、レモン、イチゴパウダー、日本酒を使用。

屋島の戦いで知られる那須与
一をイメージした高松市牟礼
町のキャラクター「与一くん」
のクッキー。牟礼コミュニティ
センターで販売中。

家の一室を工房に。ここに入るとパティ
シエのスイッチが入る。

「はじまりの刻」三宅之功（小豆島）
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。



直島新美術館は、ベネッセアートサイト直島
における10番目の安藤忠雄氏設計のアート
施設である。地下2階・地上1階の3層構造を
持ち、日本を含むアジアのアーティストの代
表作や特別制作の作品を展示・収集する。直
島に点在する複数の美術館の交流拠点とし
て、国内外へ多様な視点や社会的メッセー
ジを発信し、新たな出会いや創造を生み出
す場を目指す。美術館のロゴデザインは祖父
江慎氏が手掛けた。祖父江氏は地中美術館
や豊島美術館のロゴもデザインしており、柔
軟なデザインに仕上げている。
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アートによって島や海辺の町の美しさを発見し、
思いがけないインスタレーションに価値観を揺さぶられる。
瀬戸内国際芸術祭では、自然のおおらかさと
現代アートの創造性が心地よく響き合って、
忙しい日々の中で閉じていた感性が解き放たれていく。
旅を楽しみながら、感性を養うことができるのが、何よりの魅力である。
今回の夏会期では、はじめて香川県東部にまでエリアが拡大し、
新たな交流拠点となる直島新美術館が開館する。
どこに行くか、何を見るか、さらに選択肢が広がった。
この夏は、島とアートを巡る旅で、心を自由に遊ばせたい。

直島に新しい美術館が開館。

直島新美術館のイメージ　©Tadao Ando Architect and Associates　

直島新美術館

主要スポットへの経路検索や作品情報
のほか、会場の混雑状況をリアルタイム
で知ることができる。また、「作品鑑賞パ
スポート」もアプリから購入可能。会期
中、芸術祭の参加作品（施設）を各１回鑑
賞でき、パスポート１枚で有料作品のほ
とんどが鑑賞可能となる。（一部、別料金
の作品や美術館等あり）

瀬
戸
芸
を

楽
し
む
な
ら

公
式
ア
プ
リ
が
便
利
。

小豆島行きフェリーの展望デッキより

【夏】 8月1日（金）～8月31日（日）  【秋】 10月3日（金）～11月9日（日）

【全会期】 直島、豊島、女木島、男木島、小豆島、大島、犬島、高松港エリア、宇野港エリア
【夏会期】 志度・津田エリア、引田エリア  【秋会期】 本島、高見島、粟島、伊吹島、宇多津エリア

会場

会期

アートが
感性を開く、
香川の夏。

※瀬戸大橋エリアは春会期のみ

※瀬戸内国際芸術祭会期外も開館



瀬戸内海に突き出た大串半島の先端にある広場で、建築家の堀部
安嗣氏が手掛けた絶景のカフェ。海側の窓を全面開放することで
目の前に広がる風景は、サイズや縦横比にこだわり、最も美しく切

り取ることのできる額縁として堀部
氏が用意したものである。まさに時
間を忘れるほどの美しさ。

今回の瀬戸内国際芸術祭では、はじめて香川の東部地域が会場に加わった。
香川県東部は、近年、新しい観光資源が登場している注目のエリアである。
作品の鑑賞と合わせて、周辺の観光も楽しみたい。

はじめての東部へ。
EAST SIDE KAGAWA

時の納屋

さぬき市津田町、日本の渚百選
に選ばれたビーチ「津田の松
原」の中心部から北西に外れた
一帯が「ウラツダ」と呼ばれて活
気付いている。私設図書館であ
り、ゲストハウスでもある「うみ
の図書館」をはじめ、20代、30代
の若者によるユニークな店が集
まり、新しいムーブメントを発信
している。

ウラツダ

ジオサイトクルーズ

江戸時代からの古い家並みが
残されている東かがわ市引田。
その代表が、醤油醸造業を営ん
でいた「讃州井筒屋敷」。現在は
食や体験を楽しめる観光スポッ
トとしても知られている。ここで
は、地元の特産品である和三盆
の型抜き体験ができ、夏には和
三盆を使ったかき氷で涼を取る
こともできる。

讃州井筒屋敷

志度・津田エリア

引田エリア

ウラツダ

時の納屋

ジオサイトクルーズ
讃州井筒屋敷

東かがわ市の海岸には、国の天然記念物に指定されたランプロ
ファイア岩脈や柱状節理など、地質学的な名所・ジオサイトがあ
る。陸地側からでは分かりにくいジオサイトを海上から楽しむため
のツアーがジオサイトクルーズである。5月
上旬～10月上旬の土日祝日限定で開催し
ており、2時間ほどのクルーズとなる。

各会場周辺の
観光情報

Echoes as
Air Flows
筧康明
目に見えない気流や息に
よって、目の前で、あるいは
土地を隔てて作品が応答し、
変化する。
【 志度・津田エリア 】

注がれる魂
ニール・メンドーザ
道具に宿るといわれ
ている霊・つくも神の
姿が、レンズを通して
現れる。
【 志度・津田エリア 】

時間との対話
ケイトリン・RC・ブラウン＆ウェイン・ギャレット
津田の松原から着想した作品。メガネレンズを使ったインスタ
レーションで、海や森の時間と人々の時間を融合させる。
【 志度・津田エリア 】

みんなの手
月まで届く
手袋を編もう！
レオニート・チシコフ
手袋の生をめぐるイン
スタレーションのひと
つ。人々の人生や思い
出を表す古着の布地
を用いて、地域の人た
ちが編んだ作品。
【 引田エリア 】

KASAYAソーシャル／パフォーマンス・スペース＋アートワーク
ラックス・メディア・コレクティブ
床に埋め込まれた桶から放たれる光は、空に浮かぶ月の動きに呼応し、
絵具や版画でつくられた微生物の世界の質感が現れる。
【 引田エリア 】

エリアの
注目作品

大串半島（さぬき市）
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東かがわ市自慢のやさしい
甘味、和三盆を使ったかき氷　

ジオサイトクルーズの写真は東かがわ市観光協会提供

懐かしさを感じる井筒屋敷の庭 鹿浦越のランプロファイア岩脈

地元の味覚を味わうこともできる。

心に残る風景が広がる。

海水浴とは違う楽しみ方ができる。

雑貨店、ピッツェリア、
バーなど多彩な店舗がある。

ひけた

波の浸食で生まれた
一子島の海食洞

観光スポットでもある讃州井筒屋敷



高松沖の島々および高松港エリアでは、

今回の夏会期で初登場となる作品に注目したい。

会期中、高松港周辺では、海沿いで展開される

ベトナムプロジェクトを中心に、

異国情緒あふれる雰囲気が生まれる。

各島＆高松港エリアの注目作品
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「漂流雑貨店」は、うみの図書館で貸し出しているほか、
高松オルネのシェアラウンジで手に取ることもできる。

さぬき市津田町の「うみの図書館」
は、図書館と宿泊施設とカフェが一
体となった複合施設で、ウラツダエ
リアの交流拠点である。同館では、
地元が舞台となった瀬戸内国際芸
術の開催に合わせて、絵本「しゅっ
こう！漂流ざっかてん」を制作した。

ツーとダーの兄弟が船の雑貨店で冒険をする物語の
中に、ウラツダにある店舗や名所をモチーフとした
シーンが詰め込まれている。本作は、絵本作家のけ
しょうまいさん、おおぎりかなさんの共作。二人を津田
に招き、体験を通して構想を練ってもらったという。
作品鑑賞を含めて、津田エリアでの観光や滞在がよ
り楽しくなる一冊である。

ベトナムプロジェクト
今春完成したキャッスルプロムナードにベトナムマー
ケットが登場する。ここに集まるのは、ベトナムの食、
工芸、デザインなど、さまざまなジャンルの文化と芸
術。香川県立ミュージアムで行う現代美術作品の展示

会と連動しなが
ら、ベトナムで暮
らす人々の日常
のエネルギーを
伝える。
【 高松港エリア】

Sounding Light
雲門舞集
代表的なダンス作品を四国ミウゼアムの農村歌
舞伎舞台に合わせた特別バージョンで上演。
【 高松港エリア】

国境を越えて・祈り
リン・シュンロン［林舜龍］
2016年に小豆島で制作した子どもの像が、
豊島に帰ってくる。子どもたちは潮風に吹か
れながら、世界の幸福と平穏を祈る。
【 豊島】

素晴らしい偶然をむすんで
きゅうかくうしお
8/8(金)～10(日)の3日間、「コミュニティ
とは何か」を模索する作家が、過去から未
来へつながる「祭り」を開催。
【 男木島】

UNHCR×瀬戸内国際芸術祭
SONGSーものが語る難民の声
ホンマタカシ
ホンマタカシが難民の住まいなどを訪問
し、避難生活の中でも手放さなかった「大
切なもの」を写した。
【 高松港エリア】

枝と杖（支えあうことのモニュメント）
ニキータ・カダン
作家が、大島の資料館で「お互いの心を強く
支えていくような共同体の精神」に感銘を受
けて制作した作品。
【 大島 】

屋島アートどうぶつ園
─海と森のむこうがわ
屋島山上の交流拠点「やしまーる」を舞台に、9名の
作家が独自の目線で表現した動物をモチーフとし
た立体作品を展開する。
【 高松港エリア】

高松港

周辺エリアの
取り組み津田を舞台にした絵本を制作して

地元の魅力を伝える。

作家の絵をウラツダの藍染
工房「Khimaira（キマイラ）」
で藍染め作品に仕上げ、それ
を表紙の原画としている。

館長の鏑木さん。「ウラツ
ダ」と呼ばれる海岸沿いエ
リアの活性化に一役買っ
ている。

Photo： LIU Chen-hsiang

Photo： Shintaro Miyawaki

 ©bozzo

（作品イメージ）
（作品イメージ）

西島雄志「臨 -Rin-」

臨時航路の港となる引田漁港の長堤防には、「東かがわ市
湾岸アートプロジェクト」として壁画が描かれている。

瀬戸内海を旅する船にとって風待ちの港として知られてきた東かが
わ市引田。今では定期航路や観光船は停泊しないが、瀬戸内国際芸
術祭夏会期中の土日祝日は、小豆島坂手港からの臨時航路を設け
る。普段はない航路でめったに見ることができない瀬戸内海の風景
も目にすることができる（1日1便完全予約制）。

小豆島―引田間で期間限定の船を運航さぬき市と東かがわ市を
結ぶ無料バス
初めて芸術祭の舞台となる
さぬき市と東かがわ市は、
香川県東部の魅力や新た
なアート作品を存分に楽し
んでいただきたいと、両市
の連携により会場をつなぐ
無料シャトルバスを走らせ
る。冷房が効いたバスで快
適に隣町まで移動すること
ができる。

引
田

津
田

東かがわ市

小豆島
坂
手
港

さぬき市
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香
川
県
立
東
山
魁
夷
せ
と
う
ち
美
術
館
」で

あ
る
。魁
夷
の
逝
去
後
、遺
族
か
ら
香
川
県
に
作

品
の
寄
贈
を
受
け
た
こ
と
に
伴
い
、2
0
0
5
年

に
開
館
し
、今
年
20
周
年
を
迎
え
た
。
版
画
作
品
を

中
心
に
3
0
0
点
以
上
を
収
蔵
し
て
お
り
、年

4
回
の
テ
ー
マ
作
品
展
な
ど
で
企
画
に
合
わ
せ
て

公
開
し
て
い
る
。

　
美
術
館
の
設
計
者
は
谷
口
吉
生
。ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

近
代
美
術
館
の
増
改
築
を
は
じ
め
、国
内
外
11
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
設
計
し
て
い
る
。美
術
館
建
築
の

名
手
と
呼
ば
れ
、2
0
2
4
年
末
に
惜
し
ま
れ
な
が

ら
他
界
し
た
。

　
谷
口
は
、同
じ
建
築
家
で
あ
る
父
、吉
郎
の
時
代

か
ら
魁
夷
と
親
交
が
あ
り
、そ
の
絵
画
を
深
く
理
解

し
た
。こ
の
美
術
館
で
は
、ま
ず
シ
ナ
リ
オ
を
作
っ

て
動
画
の
構
成
を
組
む
よ
う
に
美
術
館
を
設
計
す

る
と
い
う
、谷
口
な
ら
で
は
の
魁
夷
の
世
界
が
展
開

さ
れ
る
。

　
鑑
賞
は
入
館
前
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。森
の
よ
う

に
茂
る
ニ
レ
や
ク
ス
ノ
キ
、オ
リ
ー
ブ
に
囲
ま
れ
建

物
へ
と
斜
め
に
向
か
う
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、魁
夷
の
代

表
作「
道
」を
思
わ
せ
る
。周
囲
の
木
々
も
、種
類
や

本
数
ま
で
指
示
し
た
谷
口
建
築
の
一
部
な
の
だ
。

　
ロ
ビ
ー
は
、凜
と
し
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
貫
か
れ
て

い
る
。余
計
な
も
の
を
省
い
た
空
間
は
、気
持
ち
を

一
直
線
に
展
示
室
へ
と
向
か
わ
せ
る
。

　
1
階
展
示
室
は
天
井
の
高
さ
約
6
㍍
の
大
き
な

吹
き
抜
け
空
間
。天
井
を
低
く
抑
え
た
ロ
ビ
ー
か

ら
進
む
と
、空
間
の
広
が
り
に
胸
が
す
く
。2
階
に

あ
る
細
長
い
展
示
室
に
は
、約
25
㍍
に
お
よ
ぶ
展
示

壁
面
が
あ
り
、二
つ
の
展
示
室
は
階
段
で
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　
作
品
を
鑑
賞
し
た
後
、2
階
か
ら
1
階
の
ラ
ウ
ン

ジ
に
下
り
る
と
、突
如
、海
と
島
々
と
瀬
戸
大
橋
が

延
び
る
景
色
に
迎
え
ら
れ
、心
が
と
き
め
く
。数
々

の
風
景
画
を
見
た
後
に
は
、光
に
包
ま
れ
た
自
然
の

美
が
よ
り
鮮
や
か
に
感
じ
ら
れ
る
の
だ
。

　
こ
の
景
色
の
中
に
あ
る
櫃
石
島
は
魁
夷
の
祖
父
・

新
吉
の
故
郷
。魁
夷
は
本
名
の
新
吉
を
祖
父
か
ら
受

け
継
い
で
お
り
、家
族
の
ル
ー
ツ
が
あ
る
瀬
戸
内
の

穏
や
か
な
景
色
に
特
別
な
愛
着
を
抱
い
て
い
た
。

ま
た
瀬
戸
大
橋
の
色
に
は
、魁
夷
の
提
案
で
ラ
イ
ト

グ
レ
ー
が
採
用
さ
れ
た
。魁
夷
と
い
う
人
物
の
歴

史
ま
で
見
せ
て
く
れ
る
こ
の
絶
景
は
、美
術
館
最

大
の
作
品
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
森
の
中
の
ま
っ
す
ぐ
な
道
を
進
み
、さ
ま
ざ
ま
な

風
景
を
経
て
、海
へ
。東
山
魁
夷
せ
と
う
ち
美
術
館

で
は
、魁
夷
の
絵
画
の
そ
の
奥
に
あ
る
物
語
を
旅
す

る
よ
う
な
、豊
か
な
時
間
が
待
っ
て
い
る
。

開館20周年を迎えてリニューアルされ、作品に
合わせ自在に色調調整の可能なLED照明や、
キャッシュレス決済の導入など、より快適に利
用できるようになった。20周年記念に作られ
た、緑の外壁をイメージした、香川県特産の和
三盆の菓子「緑景」をカフェで販売中。

谷口は、美術館に至るアプローチが魁夷の代表作「道」に
似たことに、完成後に気が付いたという。アプローチ周辺
には、海の景観を遮るように木々が植えられている。

静かに時間を過ごしたくなるラウンジにはカフェも。美術館のある沙弥島は
谷口の父、吉郎が設計した歌碑もあり、谷口家にとっても縁のある土地なのだ。

建物は水平垂直のラインが美しい2面の壁で構成され、
バーモントグリーンの天然石に覆われている。

香川県立東山魁夷せとうち美術館
香川県坂出市沙弥島字南通224-13
TEL 0877-4 4-1333

東山魁夷の絵画の中へ。
香川県立東山魁夷せとうち美術館 開館20周年

8                                 7

ひ
が
し
や
ま
か
い
い

よ
し

お

よ
し
ろ
う

り
ん

ひ
つ
い
し
じ
ま

りょっけい

しゃみじま

せ
い
ひ
つ

2階展示室は、ゆったりと落ち着いて作品を鑑賞できる。ラウンジから海側のテラスに出ることができる。海風に吹かれながら鑑賞の余韻に浸ろう。
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知
事
　
日
本
を
代
表
す
る
世
界
的
な
ト
ッ
プ
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
に
、香
川
県
に
誕
生
し
た

あ
な
ぶ
き
ア
リ
ー
ナ
香
川（
香
川
県
立
ア
リ
ー
ナ
）
に

お
い
て
、開
館
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い

た
だ
き
、感
謝
し
て
い
ま
す
。和
の
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入

れ
た
モ
ー
ド
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
、日
本
の
精
神
文
化
で

も
あ
る
武
道
の
世
界
観
が
融
合
し
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
シ
ョ
ー「
B
U
D
O 

E
T 

M
O
D
E
」
は
実
に

素
晴
ら
し
く
、ア
リ
ー
ナ
の
誕
生
で
新
た
な
文
化
の
風
が

巻
き
起
こ
る
の
を
実
感
し
ま
し
た
。

コ
シ
ノ
　
ア
リ
ー
ナ
の
映
像
を
見
て
、空
か
ら
眺
め
る
と

日
本
で
も
一
番
美
し
い
建
造
物
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。実
際
に
見
て
、一
目
で
好
き
に
な
り
ま
し
た
よ
。希

望
や
未
来
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
感
じ
ま
し
た
。そ
れ
に
し
て

も
丸
い
不
思
議
な
形
で
す
よ
ね
。建
築
物
と
言
う
よ
り
、

何
か
の
新
し
い
存
在
だ
と
思
う
ん
で
す
。

知
事
　
ア
リ
ー
ナ
の
ち
ょ
う
ど
正
面
に
あ
る
女
木
島
と

よ
く
似
た
形
で
も
あ
り
ま
す
。

コ
シ
ノ
　
自
然
の
島
の
形
と
重
な
る
わ
け
で
す
ね
。未
来

の
デ
ザ
イ
ン
っ
て
何
だ
ろ
う
と
考
え
た
と
き
に
、私
は
直

線
的
な
数
字
だ
け
で
は
計
り
知
れ
な
い
、不
思
議
な
も
の

が
未
来
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。大
阪
・
関
西
万
博
の
会
場

に
も
円
形
の
デ
ザ
イ
ン
が
目
に
付
き
、話
題
の
大
屋
根

リ
ン
グ
も
円
形
で
す
よ
ね
。万
博
の
建
物
は
、終
わ
れ
ば

取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。で
も
、ア
リ
ー
ナ
は
ず
っ

と
あ
の
場
所
に
あ
り
ま
す
。海
に
つ
な
が
る
あ
の
場
所

に
。で
す
か
ら
、万
博
に
来
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
も
、香
川
の

ア
リ
ー
ナ
の
存
在
は
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
だ
と
思

い
ま
し
た
ね
。香
川
県
に
は
ア
ー
ト
の
島
・
直
島
も
あ
っ

て
、美
を
求
め
る
人
に
は
見
逃
せ
な
い
県

で
す
よ
。

知
事
　
な
る
ほ
ど
、海
で
つ
な
が
る
曲
線
の

美
し
い
ア
リ
ー
ナ
。こ
れ
は
大
い
に
世
界
に

発
信
す
べ
き
で
す
ね
。話
は
変
わ
り
ま
す

が
、
コ
シ
ノ
さ
ん
が
書
か
れ
た「
デ
ザ
イ
ン

が
生
か
さ
れ
る
。色
で
言
う
と
明
暗
で
す
ね
。明
る
い
色

と
暗
い
色
、昼
と
夜
。引
き
算
は
ね
、感
性
だ
と
思
う
ん
で

す
よ
。引
き
算
は
日
本
的
な
粋
に
通
じ
ま
す
。ア
ー
ト
も

埋
め
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
じ
ゃ
な
く
て
、ど
こ
で
引
き

算
を
す
る
か
と
い
う
の
が
ア
ー
ト
の
感
性
で
す
ね
。

知
事
　
そ
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
で
創
り
上
げ
る
伝
統
美
も

あ
り
ま
す
。香
川
県
に
は
、カ
ラ
フ
ル
な
漆
器
が
あ
り
、香

水
の
箱
や
高
級
時
計
の
文
字
盤
、椅
子
の
装
飾
な
ど
、現

在
の
生
活
に
生
か
せ
る
も
の
を
い
ろ
い
ろ
模
索
し
て
い

ま
す
。江
戸
時
代
か
ら
香
川
で
生
ま
れ
た
3
技
法「
蒟
醤
」

「
存
清
」「
彫
漆
」。例
え
ば
、「
彫
漆
」は
各
種
の
色
漆
を
数

十
回
か
ら
数
百
回
塗
り
重
ね
、そ
の
色
漆
を
彫
り
下
げ
る

こ
と
で
文
様
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
す
。し
か
し
、
こ
の
素

晴
ら
し
い
技
が
う
ま
く
伝
わ
り
ま
せ
ん
。

コ
シ
ノ
　
塗
り
物
と
い
う
と
平
面
的
な
感
じ

が
し
ま
す
が
、こ
れ
は
立
体
的
な
美
し
さ
で

す
ね
。香
川
漆
器
と
い
う
名
前
だ
け
で
は
伝

わ
ら
な
い
の
で
、立
体
塗
り
と
呼
ぶ
と
か
、

何
か
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

言
葉
で
広
が
り
、
だ
ん
だ
ん
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
ま
す

よ
ね
。漆
は
海
外
で
は「
ジ
ャ
パ
ン
」
と
呼
び
ま
す
。漆
は

ジ
ャ
パ
ン
そ
の
も
の
。そ
の
漆
の
立
体
的
な
表
現
と
い
う

の
は
独
特
で
す
よ
。

知
事
　
香
川
県
に
は
県
立
の
漆
芸
研
究
所
が
あ
り
、若
い

研
究
生
が
、さ
ま
ざ
ま
な
作
品
作
り
に
意
欲
的
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
ま
す
。講
師
陣
に
は
人
間
国
宝
が
お
二
人
も

い
て
素
晴
ら
し
い
作
品
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。や
は
り
、

時
代
に
合
わ
せ
た
言
葉
で
表
現
し
、P
R
す
る
こ
と
が
必

要
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。言
葉
と
い
え
ば
、連
続
テ
レ
ビ
小
説

の
主
人
公
に
も
な
っ
た
コ
シ
ノ
さ
ん
の
お
母
さ
ん
。そ
の

お
母
さ
ん
か
ら
引
き
継
い
だ
言
葉
の
数
々
が
あ
り
ま
す
ね
。

コ
シ
ノ
　「
向
こ
う
岸
、見
て
い
る
だ
け
で
は
渡
れ
な

い
」っ
て
母
が
書
い
て
あ
っ
た
言
葉
を
、た
ま
た
ま
見
つ

け
て
。そ
の
言
葉
が
自
分
の
生
活
の
役
に
も
立
ち
、い
つ

も
前
向
き
に
な
れ
ま
し
た
。母
は

教
会
で
洗
礼
を
受
け
て
い
て
、最

期
に
私
に
残
さ
れ
た
の
は「
与
う

る
は
受
く
る
よ
り
も
幸
い
な
り
」

と
い
う
新
約
聖
書
の
言
葉
で
し
た
。

週
刊
誌
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け

て
語
っ
た
遺
言
な
の
で
す
が
、「
も
ら
う
よ
り
与
え
る
方

が
得
や
で
」と
、大
阪
弁
で
書
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。

知
事
　
デ
ザ
イ
ン
や
絵
画
の
み
な
ら
ず
自
身
の
著
書
も

出
版
さ
れ
、言
葉
で
も
多
く
の
人
に
力
を
与
え
て
い
る
コ

シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
。今
回
は
、香
川
県
の
ア
リ
ー
ナ
や

漆
に
も
素
晴
ら
し
い
言
葉
の
エ
ー
ル
や
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。今
後
と
も
、香
川
県
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

池田 豊人
香川県知事

デザイナー

コシノジュンコ

ブ

ド

ウ
　

 

エ
　

 

モ

ー

ド

き
ん
ま

ぞ
ん
せ
い

ち
ょ
う
し
つ

大阪府生まれ。文化服装学院デザイン科在学中、新人デザイナーの
登龍門といわれる装苑賞を最年少の19歳で受賞。東京を拠点とし
て、1978年から2000年までパリ・コレクションに参加。世界各地で
ファッションショーを開催し、様々なイベントのプロデュースを行う。
衣装やユニフォーム、インテリアや花火のデザインなども手掛けて
おり、活動分野は幅広い。2017年に文化功労者に選ばれ、2021年に
はフランス政府よりレジオン・ドヌール勲章シュバリエを受勲、翌
2022年には旭日中綬章を受章。令和7年3月にあなぶきアリーナ香
川で開館記念イベントとして「BUDO ET MODE」 をプロデュース。

K O S H I N O  J U N K O
コシノジュンコ   　池田 豊人　　

I K E D A  T O Y O H I T O

知事対談

未来につながる デザインと言葉。

美しいものや心は
言葉で伝えることも大切。

コシノさんの言葉で
香川もますます輝きます。

の
原
点
」
と
い
う
本
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、「
対
極
の

美
」と「
引
き
算
」と
い
う
言
葉
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

コ
シ
ノ
　「
B
U
D
O 

E
T 

M
O
D
E
」
の
テ
ー
マ
も

武
道
と
モ
ー
ド
と
い
う
対
極
で
し
た
が
、対
極
と
い
う
言

葉
を
見
つ
け
た
の
は
も
う
30
年
ぐ
ら
い
前
の
こ
と
。例
え

ば
東
洋
と
西
洋
。ど
ち
ら
が
良
い
で
は
な
く
て
、違
う
感

性
の
両
方
が
あ
る
か
ら
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
る
対
極
の
美

で
す
ね
。5
対
5
の
シ
ン
メ
ト
リ
ー
で
な
く
て
も
、8
対

2
で
も
9
対
1
で
も
い
い
ん
で
す
よ
。1
が
あ
る
か
ら
9



オ
リ
ー
ブ
を
愛
し
た

 

島
切
子
。

ヒト
×
モノ

讃岐
デザイン
SANUK I   D E S I G N

輝
く
海
を
背
景
に
、
そ
よ
風
が
吹
き
渡
る
オ
リ
ー
ブ
畑
。

誰
も
が
癒
や
さ
れ
る
島
の
風
景
の
中
で
刻
ま
れ
た
切
子
硝
子
。

そ
の
作
品
は
、
イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
で
開
催
さ
れ
た

国
際
的
な
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド
で
5
年
連
続
入
賞
に
輝
く
。

島
と
切
子
硝
子
、
そ
の
魅
力
的
な
組
み
合
わ
せ
に

引
き
寄
せ
ら
れ
、小
豆
島
の
工
房
を
訪
ね
る
。

石
川 

啓
二

切
子
硝
子

1956年 大阪府生まれ
2015年 東京の江戸切子工房に通いカット技法を習得すると
共に、手磨きの技術を独自に研究。
2019年 退職して徳島へ移住、切子の製作を行うKJ工房板
野店をオープン。
2021年 KJ工房小豆島店をオープン。世界最大級の国際デ
ザインコンペティションA' Design Award & Competition 
2021において「清流」がBronze Awardを受賞。
2022年 「一輪ランプ」がIron Awardを受賞。
2023年 「躍動」がSilver Awardを受賞。
2024年 オリーブの葉をモチーフにした「絆」がBronze Award
を受賞。

石川啓二
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オリーブが立ち並ぶオリーブ公園を
眼下に、その向こうには瀬戸内海が
輝く、癒しの地にある「KJ工房」。

2025年夏頃から再開したいというカフェでも
使う予定のオリーブ柄のオリジナルカップ。

世界最大級のデザインコンテスト 
A' Design Award2025で、新作「オ
リーブの輝き」がSilverAward（シ
ルバーアワード）を受賞。これにより
5年連続入賞を果たした。

オリーブの島の陽光を浴びる工房で、特注の
ホイールを使いオリジナルの模様を刻む。や
がて光と影のアート作品が生まれる。

オリーブの葉のみならず、愛ら
しい実が優しく浮かび上がる。
表面がかまぼこ形で幅広のホ
イールを使い、技を駆使して、
楕円形の実を創り出す。

　
オ
リ
ー
ブ
の
島
と
し
て
知
ら
れ
る
小
豆
島
。そ
の
島
を

代
表
す
る
ス
ポ
ッ
ト「
オ
リ
ー
ブ
公
園
」
を
見
下
ろ
す

高
台
に
、「
K
J
工
房
」
は
あ
る
。K
J
は
、K
i
r
i
k
o 

 J '
a
d
o
r
e
の
略
。 J'
a
d
o
r
e
は
、フ
ラ
ン
ス
語
で「
大

好
き
」
と
い
う
意
味
。
ま
た
、工
房
の
主
、啓
二
さ
ん
の
名

前
に
も
重
な
る
。

　
石
川
さ
ん
は
大
阪
で
生
ま
れ
、大
学
院
を
卒
業
後
は
東

京
で
I
T
企
業
に
就
職
。59
歳
の
時
に
趣
味
で
江
戸
切
子

を
始
め
た
。普
通
は
10
年
か
か
る
と
言
わ
れ
る
が
5
年

ほ
ど
で
独
り
立
ち
し
、退
職
を
機
に
妻
の
実
家
が
あ
る
徳

島
県
に
移
住
し
工
房
を
開
く
。そ
の
2
年
後
に
は
小
豆
島

に
も
工
房
を
構
え
た
。「
妻
の
友
人
に
誘
わ
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
が
、す
ぐ
に
小
豆
島
が
気
に
入
り
離
れ

難
く
な
り
ま
し
た
。」
と
石
川
さ
ん
。今
は
、
オ
リ
ー
ブ
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
に
取
り
組
ん
で
い
る
。学
生
時
代

か
ら
オ
リ
ー
ブ
が
大
好
き
で
、何
に
で
も
オ
リ
ー
ブ
オ
イ

ル
を
か
け
て
食
べ
る
と
い
う
。淡
く
輝
く
オ
リ
ー
ブ
の

葉
も
大
好
き
で
、考
え
て
み
れ
ば
オ
リ
ー
ブ
と
の
縁
は

深
い
と
語
る
。

　
切
子
硝
子
は
、ホ
イ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
金
属
製
の
砥
石

で
ガ
ラ
ス
を
削
り
模
様
を
作
る
。
そ
の
溝
の
形
状
や
線

の
浅
い
深
い
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
生
ま
れ
る
。職
人
に

よ
っ
て
得
意
な
模
様
が
あ
る
と
い
う
が
、石
川
さ
ん
の

刻
む
オ
リ
ー
ブ
は
、
す
っ
と
伸
び
た
枝
や
オ
リ
ー
ブ
公

園
で
も
話
題
に
な
っ
て
い
る
ハ
ー
ト
型
の
葉
、優
し
く

浮
か
び
上
が
る
オ
リ
ー
ブ
の
実
が
特
色
だ
。
こ
の
た
め

に
特
注
の
ホ
イ
ー
ル
を
注
文
し
た
と
い
う
。

　
オ
リ
ー
ブ
の
デ
ザ
イ
ン
を
与
え
て
く
れ
た
小
豆
島
に

恩
返
し
が
し
た
い
と
石
川
さ
ん
は
語
る
。島
に
は
、日
本

酒
や
ワ
イ
ン
の
醸
造
所
も
あ
る
。
そ
う
し
た
地
元
企
業

と
協
力
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
オ
リ
ー
ブ
の
模
様
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、島
の
知
名
度
を
上
げ
た

い
と
願
う
。
ま
た
、小
豆
島
観
光
の
一
つ
と
し
て
切
子
硝

子
の
体
験
教
室
も
行
っ
て
い
る
。現
在
は
徳
島
と
小
豆

島
の
2
拠
点
生
活
だ
が
、近
い
将
来
は
小
豆
島
に
永
住

し
た
い
と
準
備
中
だ
。

　
江
戸
切
子
は
、江
戸
時
代
後
期
に
江
戸
で
始
ま
り
、厳

密
に
は
江
戸（
東
京
）
で
作
ら
れ
た
切
子
硝
子
を
指
す
。

そ
こ
で
、石
川
さ
ん
は
小
豆
島
で
生
ま
れ
る
作
品
た
ち

を「
島
切
子
」
と
い
う
名
前
で
広
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。瀬
戸
内
海
を
望
む
工
房
で
刻
ま
れ
、
あ
る
い
は
磨
か

れ
る
オ
リ
ー
ブ
の
島
切
子
。島
の
風
景
の
よ
う
に
人
々

を
癒
や
す
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
日
を
夢
見
て
い
る
。

ジ
ャ
ド
ー
ル

キ
リ
コ

切
子
ク
リ
エ
イ
タ
ー 

切子クリエイター 

だえん

ガ
ラ
ス

K
e
i
J
i



　景勝地・五色台の山上
に、1973年に開館した瀬
戸内海歴史民俗資料館。
この地で採れた石を積み
重ねた外壁や、自然の地
形に合わせて立体的に配
置された正方形の展示室
など、自然との調和にこ
だわった本資料館は建築
物としての評価も高く、
日本建築学会賞をはじめ、建築界から多くの評価を得ています。そし
て昨年（2024年）12月には、ついに国の重要文化財に指定されました。
1970年代に造られた建造物としては初の快挙で、まさに今、大きな注目
を集めています。令和７年度は指定記念事業として、講演会やPRイベント
も開催予定です。瀬戸内国際芸術祭の作品番号も付与
されている「れきみん」へ、ぜひ一度お越しください。

　全国の高校生による国内最大規模の芸術文化活動の祭典、
「かがわ総文祭2025」が７月26日にいよいよ開幕します。現在、
生徒実行委員を中心に着々と準備を進めているところです。大

会初日には、あなぶきアリーナ香川で総合
開会式が行われた後、玉藻公園北側の水
城通りで、瀬戸の海と島々を背景にマーチ
ングバンドの演奏やバトントワリングによ
るパレードが繰り広げられます。また、吹
奏楽、美術・工芸、ロボット、応援など23部
門で、全国の高校生が香川に集い、舞台発表や展示、競技など
が県内各地で開催されます。全国トップクラスの高校生による
パフォーマンスと、6日間に凝縮した高校生の青春、才の花たち
が讃岐に咲きわたる姿をぜひ、香川県にお越しいただきお楽し
みください。
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瀬戸内の島々を舞台に、3年に１度開催される「瀬戸内国際芸術
祭」。アートに精通していない私でもガイドブックを見ていると胸
がときめきます。のんびりアートを巡りながら、島々の美しい景色、
文化に触れて、新しい出会いのある夏にしたいです。 編集長

KAGAWA
EHIME
SETOUCHI
SHUN SAI KAN

〒105-0004 東京都港区新橋2-19-10新橋マリンビル1・2階
https://www.setouchi-shunsaikan.com
香川県・愛媛県共同アンテナショップ運営協議会 TEL03-3574-2028

東京・新橋
アンテナショップ

1F特産品ショップ、2F郷土料理レストラン、観光情報コーナーで香川の旬をぜひどうぞ。

１階イベントコーナーでは、香川・愛媛の事業者等が週替わりで、
地域色豊かな催しを行っていますので、ぜひご来店ください。

香川県事業者のイベント内容（出展事業者）期間

香川丸亀ブランドフェア～丸亀初夏の味覚～
〔 6月25日（水）～7月1日（火）〕

季節折々の香川の旬の食材を使ったメニューを提供！

（注）掲載のイベントは、中止または内容に変更が生じることがあります。

　隠れた桃の名産地！香川県丸亀市の飯南の桃をお届けしま
す。また、骨付鳥はもちろん、丸亀市産の自慢の新鮮野菜もお持
ちします。ぜひこの機会にお立ち寄りいただき、丸亀自慢の
品をご堪能ください。（主催：丸亀市）

　郷土・せとうち料理「かおりひめ」では、うどんや骨付鳥、オ
リーブ牛のステーキなどの定番メニューはもちろん、季節ごと
に、ランチ・ディナーのそれぞれで香川の旬の食材を使ったメ
ニューを提供します。今夏も季節限定の香川のメニューで皆さ
まのお越しをお待ちしています。

第49回全国高等学校総合文化祭
（かがわ総文祭2025）いよいよ開幕！

五色台にそびえ立つ「れきみん」

瀬戸内海歴史民俗資料館が
重要文化財に指定されました！

瀬戸内国際芸術祭2025県内連携事業

「くるりアートかがわ」実施中

楽しさ
目白押し！

1F

2F

【問い合わせ】
香川県教育委員会事務局全国高校総合文化祭推進室
TEL087- 832-3772

【開催期間】令和7年7月26日（土）から7月31日（木）

【問い合わせ】
香川県瀬戸内国際芸術祭推進課
TEL087-813-0865
https://setouchi-artfest . jp/vis i t/kurur i/

【問い合わせ】（公社）香川県観光協会 TEL087-832-3379
特設サイト： https://yadon.my-kagawa.jp
公式X： https://twitter.com/Udonken_Yadonbu

【開催日時】毎週日曜日午前10時～午後3時
※さぬきマルシェinサンポート開催日および8月を除く年25回程度
【会場】サンポートガーデンプロムナード
【問い合わせ】 香川県県産品振興課 TEL087-832-3383

©Pokémon. ©Nintendo/Creatures Inc./GAME FREAK inc. 

公式HP

公式HP

特設サイト

公式X

大会マスコットキャラクター
「さぬぽん」

【問い合わせ 】瀬戸内海歴史民俗資料館 TEL087- 881-4707

公式Xでも最新情報を発信中！ https://x.com/PrefSetorekishi

　香川県では、瀬戸
内国際芸術祭と併
せて、香川県の文化
芸術に関するイベン
トをデジタルスタン
プラリーで楽しむこ
とができる「くるり
アートかがわ」を実
施しています。
　スタンプを集める
ことで、香川県産品
や瀬戸内国際芸術
祭の公式グッズが抽選で当たります。
　瀬戸内国際芸術祭と香川県の文化芸術に関す
るイベントを存分に楽しむことができるこの機会を、
ぜひお見逃しなく！

香川県産品の魅力発信イベント

「ガーデンプロムナードフェスティバル」
　新たに整備された「サン
ポートガーデンプロムナー
ド」を活用し、香川の食や工
芸品などの販売、体験型の
イベントを開催する「ガー
デンプロムナードフェス
ティバル」。

毎回、キッチンカーの出展やワークショップ、
伝統芸能の披露など、様々なイベントを実施
しています。香川の魅力的なものが発見できる
「ガーデンプロムナードフェスティバル」へ、ぜ
ひお越しください。

香川を盛り上げるやぁん

「ヤドンパラダイス in 香川 2025」
　今年も「うどん県PR団」
として活躍中のポケモンの
「ヤドン」が香川県を盛り上
げます。
　現在開催中の「ヤドンパ
ラダイス in 香川 2 02 5」で
は「ヤドンといっしょ！香川
めぐり旅」として、ヤドンと関
係する宿泊施設や公共交
通機関（「ヤドンのお宿」や「
ヤドンのタクシー」など）と寒
霞渓や栗林公園といった県
内の観光スポットを巡るスタ
ンプラリーを開催中です。スタンプを集めて応募
すると、抽選で豪華賞品が当たります。
　この他にも、イベントなども開催予定です。詳細に
ついては特設サイトおよび公式Xをご確認ください。

7/9（水）
～15（火）

7/23（水）
～29（火）

8/6（水）
～12（火）

8/20（水）
～26（火）

9/3（水）
～9（火）

9/17（水）
～23（火）

小豆島土庄町特産品フェアとして、そうめんのほか、小豆島初
のワイナリーが手掛けるワインを販売します。〔土庄町〕

手袋老舗メーカーが和紙糸を継ぎ目のない無縫製で編んだ和
紙素材のリッチな靴下を販売します。〔（株）橋輝（東かがわ市）〕

8月10日はヤドンの日！今年も「うどん県×ヤドンフェア」を開催
し、多彩なヤドン商品を販売します。

善通寺市の魅力発見！観光PR＆物産展として、特産品の「讃
岐もち麦ダイシモチ」を使った焼酎、カレー、お菓子を販売し
ます。〔善通寺市観光協会〕

オリーブの島・小豆島からオリーブの木、果実、葉を余すことな
く使った食品、化粧品、雑貨が大集合します。〔小豆島へルシー
ランド（株）〕

ひまわりの里まんのう町フェアとして、ひまわりの種から採れ
たオイルや、ドレッシング、焼酎などを販売します。〔（株）グリー
ンパークまんのう〕

開催日は
公式インスタを
Check！


